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197　　　　 乳汁、羊水 、卵胞液中の副 甲状腺ホ

ル モ ン関連蛋臼 （PTHrP）に関する検討
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［目的］PTHrPは悪性腫瘍における高カル シウム

〔Ca）血症を引き起こす物質であるが 、正常組織で

も産生され て い る 。 以前我々 は 、乳汁中、羊水中

に多量 に存在するこ とを報告 した 。 今回我々 は乳

汁中の PTHrPが産褥婦に移行するか否か 、奇形児、

羊水過多症にお ける羊水中の PTHrP濃度 、卵胞液中

の PTHrPにっ いて検討 した 。 なお 、 検体の採取 につ

い ては患者の 同意を得た 。 ［方法］（D 産褥婦血中

乳汁中、羊水中、卵胞液中の PTHrP濃度を C端を認

識する抗 PTHrP抗体を用い たRIA （第
一

ラジオァ イ

ソ トープ ）によ り測定 した 。 （2）羊水、乳汁上清を

SDS−PAGEに展開 し同じ抗体を用い て 免疫染色を行

っ た 。 ［成績］（1）分娩後 2 日より14曦までの 乳汁

（n ＝ 200｝中の PTHrP濃度は正常血清レ ベ ルの約 1000

倍であり分娩後 5−7日を ピ
ー

クとして 漸減 した 。 授

乳中の 産褥婦 （n ＝ 40）には20％に血清 PTHrP高値例が

見 られ たが乳汁中と血清レベ ル で は相関が認め ら

れ た（r・G．53、 pO ．01）。 （2）妊娠 15−27週の羊水中

の PTHrP 濃度は正常例 （n ・ 38）では 810．8±310．5pmo

l1L（M± SD、以下同様）、奇形児、羊水過多症（n ＝ 1

0）では 793±321．0であり有意差を認めなかっ た 。

（3）卵胞液（n ・ 22）中の PTHrP濃度は501．2± 848．4（M

± SD、最小31．5、最大4129pmol／L）、正 常血清コ ン

トロール 、 26．7＋ 8．3pmol／Lに比し多 くが高値であ

っ た 。 （4）羊水中のPTHrPは 18Kd、乳汁中の PTHrPは

14、28、31Kdにバ ン ドが認め られ た。 ［結論］乳汁

中に高濃度に含まれ るPTHrPは産褥婦itl中に移行す

る Q 今回検討した奇形児の 羊水中の PTHrP濃度は正

常児の それ と異な らなか っ た。卵胞液は多量 の PT

HrPを含む 。
　PTHrP 分子は多様で ある 。

【目的】近年、産婦人科領域におけ る副 甲状腺ホ

ル モ ン関連 ペ プチ ド（PTHrP）が子宮平滑筋の 収縮

抑制な ど子宮 ・胎児環境の 調節因子 と して 注 目さ

れて い る。今 回我 々は卵膜におけ るPTHrPの 局在

を免疫組織化学的に検討 し、 さ らに羊膜培養 細胞

におけるPTHrP産生に対する各種サ イ トカイ ン及

び ス チ ロ イ ドの 影響に つ い て 検討 した 。 【方法】

妊娠末期の 合併症の ない 選 択的帝！ 切開時に 、 患

者の 同意の も とに 卵膜 を採取 した。  卵膜の パ ラ

フ ィ ン包埋 切 片 を作成 し、 PTHrPの N宋端（1−34＞を

認識す るmonoclonal 抗 体を用い 超 C法に て 免疫組

織化学染色を行 っ た 。   羊膜細胞をcolIagenase

にて単離し、10％ FCS添加 Dulbecco　 MEMIF12に て

培養 した。80％confluent に達 した時点で 無血清

培地 とし 、 24時間培養上清中の PTHrP値を測 定 し

た。さ らに interleukin（IL）−1β，
transfor皿 ing

growth 　factor（TGF）一β，
estradiol （E2＞， cortiso1

（F＞を添 加 し 、 PTHrP産生 の 影響を検討 した 。

PTHrP測定は RIA法（PTHrP　 IRMA， ミヅ ビ シ ）に よっ

た 。 【成績】  羊膜及び脱落膜に強い 免疫組織化

学的局在 を認めた 。   培養上清中PTHrP値は 2．9±

O．3pmol／l／5x105cellで あ っ た 。
　PTHrP産生 は rL−・

1β，
TGF一β添加 で有意に増加 し、　 IL−1β1  ／m1 添加

で 無添加時の 約8倍に増加 した 。

一方、F5ng／皿1

添加に より75％に減少 した。E2添加 で は有意な変

化は なか っ た 。 【結論】  羊膜及び 脱落膜に PTH

rP の N末端を認識する抗体に よる免疫組織学的局

在を認めた 。  羊膜細胞培養系におい て PTT｛rP 産

生が 各種サ イ トカ イ ン 及び ス テ ロ イ ドに よっ て 影

響 を受け る こ とが初め て 示 され 、 分 娩周辺 におけ

る子 宮内環境の 変化 に応 じて羊膜PTHrP産生が調

節を受 け て い る こ とが示唆 された 。
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